
労
働
時
間
等
見
直
し 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は

「
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指
針
）」

と
は
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
第

４
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め

ら
れ
た
指
針
で
、
事
業
主
等
が
労
働

時
間
等
の
設
定
の
改
善
に
関
し
て
、

適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

改
正
の
理
由

２
０
１
８
年
７
月
に
、
働
き
方
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律（
平
成
30
年
法

律
第
71
号
。
以
下「
働
き
方
改
革
関

連
法
」と
い
う
。）が
成
立
し
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
新
設
さ
れ
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
導
入
す
る

こ
と
が
企
業
の
努
力
義
務
と
さ
れ
る

な
ど
、
労
働
時
間
法
制
が
大
幅
に
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
改
正
を

踏
ま
え
て
働
き
方
を
見
直
す
に
あ
た

り
事
業
主
等
が
取
り
組
む
べ
き
事
項

等
を
示
す
た
め
、
労
働
時
間
等
見
直

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
、
昨

年
10
月
30
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た

（
今
年
４
月
１
日
よ
り
適
用
）。

改
正
ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト
①
時
間
外
・
休
日
労
働
の

削
減
に
関
す
る
規
定
を
改
正

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
新
設
さ

れ
、
原
則
と
し
て
月
45
時
間
お
よ
び

年
３
６
０
時
間
ま
で
と
さ
れ
ま
し

た
。
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
新
た
な
上
限
規
制
を
踏

ま
え
た
適
切
な
時
間
外
・
休
日
労
働

の
時
間
の
設
定
、
管
理
を
求
め
る
と

と
も
に
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」等
の
導

入
に
よ
る
労
働
時
間
に
関
す
る
意
識

の
改
革
や
、
業
務
の
見
直
し
等
に
よ

り
、
時
間
外
・
休
日
労
働
の
削
減
に

努
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

の
導
入
や
深
夜
業
の
回
数
の
制
限
の

検
討

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」と
は
、

１
日
の
勤
務
終
了
後
、
翌
日
の
出
社

ま
で
の
間
に
、
一
定
時
間
以
上
の
休

息
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
言
い
、

働
く
方
の
生
活
時
間
や
睡
眠
時
間
を

確
保
し
、
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め

に
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。
企
業
に

お
い
て
は
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル

制
度
の
導
入
に
努
め
る
と
と
も
に
、

導
入
に
際
し
て
は
、
労
働
者
の
通
勤

時
間
や
勤
務
形
態
、
勤
務
実
態
等
を

十
分
に
考
慮
し
、
仕
事
と
生
活
の
両

立
が
可
能
な
実
効
性
あ
る
休
息
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
配
慮
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
深
夜
業
に
つ
い
て
も
、
通

常
の
労
働
時
間
と
は
異
な
る
特
別
な

労
働
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
そ
の

回
数
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
を
求
め
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
③
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿

の
活
用
や
、
年
次
有
給
休
暇
の
時
季

指
定
義
務
に
つ
い
て
規
定

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
働

き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、
事
業
主

に
年
５
日
の
時
季
指
定
義
務
が
新
設

さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
年
次
有
給
休
暇

管
理
簿
の
作
成
義
務
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
年
次
有
給

休
暇
管
理
簿
に
よ
り
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
状
況
を
把
握

し
本
人
や
そ
の
上
司

に
周
知
す
る
こ
と
や
、

取
得
が
進
ん
で
い
な

い
労
働
者
に
対
し
て

は
積
極
的
に
上
司
が

業
務
の
負
担
軽
減
を

図
る
等
の
労
務
管
理

上
の
工
夫
を
行
う
こ

と
で
、
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
を
促
進
す

る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

労
働
時
間
等
見
直

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

働
き
方
を
見
直
す
う

え
で
参
考
と
な
る
事

項
が
た
く
さ
ん
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

詳細はこちら 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322_00001.html
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図表　勤務間インターバルの例

例：11時間の休息時間を確保するために始業時刻を後ろ倒しにする場合

8時 8時17時 21時 23時 10時

残業 始業

始業

始業

始業

休息時間（11時間） 始業時刻を
後ろ倒しに

休息時間（11時間）残業

勤務終了（終業）

勤務終了 
（終業）

労働時間等見直しガイドラインが 
改正されました

ニュース


